
2014年度 第 2回 常任理事会議事録 

 
日 時：2014年 10月 9日（木）10：30～15：30 

場 所：情報オアシス３ 東京都千代田区神田多町 2-4 

Ⅰ. 開会 

Ⅱ. 会長挨拶：「命のつながり、ありがとうを伝えよう」という小学校６年生対象の作文コンクールの審査に 

行ってきました。60 作品中、おじいちゃんおばあちゃんが登場する作品はわずか４作品でした。 

日本の先祖観というものをもっと伝えて行かなければと感じました。 

Ⅲ. 議事 

１.議長選出：福川副会長  議事録作成人：事務局 星野みゆき 

２.定足数確認 

        常任理事：出席 27名（午前 25・午後 27名）/37名中  監事：出席 3名（3名中） 

顧問：2名 事務局：3名 合計：35名 

３.議事録署名人の指名：白木副会長、斎藤監事 

 ４.資料及び議案の確認、新議題の採択（なし） 前回議事録の確認 

  ①第 1回常任理事会 ②第 3・4回正副会長会議  ＊メールにて配信済み 

    

【審議事項】 

（1）入退会者について（入会４名 / 退会３名）                  大代専務 審議 P1  

  入会：４名 ⇒全会一致にて承認 

  退会(差替え資料):㈲伊藤石材店⇒後任支部長が決定するまで保留⇒他３名は自動承認 

 

（2）第６回定時総会について                           大代専務 審議 P7  

  ・2015 年 6月 25～26 日 大阪市中央公会堂 大集会室（総会）、中集会室（懇親会） 

・大阪での開催により、近畿地区で実行委員会を立ち上げ。水野実行委員長の元、各役割をそれぞれ各支

部にて担う。 

  ・正副の担当はどなたになるのか。⇒大代専務 

  ・事業計画案内、予算総額は 2,020,000円に修正。参加人数により変動があるので概算とする。 

⇒全会一致にて承認 

 

（3）理事交通費支給変更について・正副交通費支給について             望月顧問 審議 P9  

  ・理事会にて審議した方が良いのでは。 

→長い時間をかけて何度も協議してきたので、この議案内容で審議いただこうと判断した。 

  ※本年度４月に遡って実施する。 

⇒白票３・賛成多数にて承認 

 

（4）支部収益事業について                                     大代専務 審議 P12  

  ・事務局見解（資料 P13）を改めて認識していただくことが目的。収益事業は本部事業となる。 

  ・支部事業で収益をあげた場合の助成金（キャッシュバック？）は何％になるのか。それにより支部事業

の予算立ても変わってくる。支部で収益を上げることが望ましくないのであれば収益事業を行わないこ

とも議論するべきでは。 

  ・委員会事業と同じと捉えたらいかがか。大きな収益を上げているお墓ディレクターに関しても全て本部事

業であり、委員会に還元はされていない。 

・支部収益事業に関してのガイドラインを作成してから審議した方が良いのではないか。 

  ・支部の活性化が後退してしまうのでは。支部に還元できる方法はないか。 

  ・あまり細かくルールを決めてしまうと逆に活性化を後退させてしまう危惧がある。 

  ・支部活性化費として年間予算に組み込み、提出された各事業計画案を精査していく。その予算の中で活 

動していくのが良いのでは。 

  ・委員会と支部の違いは、支部は会費を集めている点。委員会は本会計内で予算を組んでいる。 

  ・収益事業と公益事業の内容をもう一度精査したほうが良いのかもしれない。 

⇒次回へ繰越し 
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【協議事項】 

（1）災害時応援協定（災害復旧に関する協定）について               大代専務 協議 P14  

  ・京都の事例として、現段階での要請はまだ一度もない。 

  ・葬儀業界は機動性があるが、石材業界で提供できることは機械等になるので、迅速に対応できるかどう

か。 

・災害時の連絡窓口は各県に必要と思う。引き受けるかはその後の判断になる。 

・支部活動活性化としても良い。各社の施工者通しの交流にもなり得る。 

・石産協内の災害時規約（ガイドライン）はあるのか。→阪神淡路大震災後に作成したものがあるが、更

に時代に沿ったものに見直し中です。（定款委員会） 

・協会としてとても大事な活動になると思う。ぜひ支部に持ち帰って議論していただきたい。 

⇒継続協議 

 

（2）PRAY for ONE（博報堂）立ち上げについて                  上野委員長 協議 P25  

  ・具体的な事業内容はこれからだが、協賛の依頼がきているので、プロジェクトの存在を知っていただき

協議してください。 

  ・博報堂さんとしてどんなメリットがあるのか。→博報堂以外に電通からもイベント参加依頼が来ている。

終活の影響で市場が広がり業界参入が目的。まずは団体へのアプローチ。 

  ・版権はいただけるのか→これからの話し合いの中で条件が決まっていく。 

  ・先日の終活フェスタのアンケートからも分かるが、「散骨」「樹木葬」など言葉がひとり歩きしている

印象がある。イメージ戦略的には良いと思う。 

  ・供養が事務処理化しているように思える。やはり祈りは必要と思う。 

⇒継続協議 

 

（3）定款変更（案）について／定款・諸規則変更について           白木副会長 協議 P28 P31  

  ・資料内、赤文字が追加・修正文です。 

・会長の任期の上限を４期までとした理由は。→後任への引継ぎの期間や役を受ける上でも４期８年を妥 

当と考えた。 

  ・１期２年とした際、事業改革を行うには期間が不十分では。１期４年としたらいかがか。→検討します。 

⇒次回理事会にて審議 

 

【報告・依頼事項】 

（1）東北地区全体会議 内容変更について                    菊地／佐藤報告 P34  

  ・講師を市川愛氏（終活）へ変更。併せて予算の諸謝金も修正。 

 

（2）【兵庫県支部】石材カタログ作成・販売について               水野／井口報告 P37  

  ・協議した結果、議案上程を取り下げます。 

 

（3）【墓石部会】取扱説明書の売上げ実績について                  佐野 報告 P38  

  ・発売と同時に反響を得て、売り上げが伸びている。更に理事の皆さまからも広報願います。 

  ・輸入卸商部会より→非会員が入手を希望した際の対応が難しい。 

  ・何度も協議した結果、会員限定の販売とした。今後も皆さまからのご意見を検討し反映していきたい。 

  ・非会員の利用が発覚した際は、厳しく対処していく。 

  ・（契約書の件）更なる周知をお願いします。 

 

（4）【NIPPON石博実行委員会】進捗状況について                   二上 報告 P39  

  ・各催事ごとチームになり内容を詰めている。 

・東京糸魚川会から参加依頼があり、有料にてブースを設けました。協賛もいただける。 
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・石の名所めぐりコーナー（石種紹介）に全支部長へアンケート依頼。回収率が低いので各地区長からも

協力依頼をお願いします。 

  ・開催まであと５か月を切りました。チラシの配布を含め全総力あげてご協力の程お願いいたします。 

 

（5）【広報委員会】石博パンフレットについて                   上野 報告 P44  

  ・パンフレット（案内冊子）内に広告ページを設け、協賛を募ります。後日、正式な申込書をお送りしま 

すのでご協力お願いします。（先着順） 

 

（6）【お墓ディレクター】終活フェア事業報告及び決算及び次回開催について  中村／森田 報告 P45  

  ・来場者 3,230 名と大盛況でした。皆さま意識が高く、アンケートなど積極的に応じてくれた。相談室に

も 10組の来場があり、対応に追われた。 

 

（7）石種調査依頼書について                           大代 報告 P48  

  ・報告書内の石種に対して「間違いありません」の一文は今後の検討課題。 

  ・今後も継続していくのか。→まず正副で検討するが、継続したほうが良いと考えている。 

 

（8）【全日本仏教会】集中豪雨による救援基金について               大代 報告 P53  

  ・救援基金に 1万円寄付しました。 

 

（9）10/1 全日本仏教会主催研修会講演会                      大代 報告 P54  

  ・協会に寄せられる相談電話の内容を報告してきました。 

  ・多岐にわたる内容の相談があり、ひとりで対応するには厳しい時もある。皆さまにも電話対応の協力を

いただきたい。 

 

（10）8月リスティング広告レポート                        会長 報告 P58  

  ・7～9月のレポートです。 

 

（11）埼玉県営墓地意見交換会（9/9）の件                      会長 報告 P65  

  ・石産協（埼玉県支部会員を中心）、全優石、全石協の３団体から代表が集まり、県職員との話し合いを 

続けている。現状として霊園開設は避けられない。 

  ・（東京都）都議に出席いただき建設局へ問題提議。→謝罪があり、今後の改善を約束。 

 

（12）雑誌掲載(Friday）について                      井口直前 報告 A3別添  

  ・戸部弁護士→記事に対して何らかの対応をした方が良いのではとの相談があった。結論からそれはやめ

た方が良い。記事の内容があやふやなので抗議しにくい。 

  ・石産協の名前と産地証明書について触れているので見過ごすのはいかがか。 

 

（13）2014 年度会費未入金                             大代 報告 P70  

  ・青森県 三沢石材→10/7入金済み 

  ・佐賀県 小杉石材彫刻→10/8入金済み 

  ※各地区長、支部長からもお声がけお願いします。 

 

（14）年間スケジュールについて                        大代 報告 A3別添  

  ・2015 年 4～6月の日程が決定。要確認。 

 

（その他報告） 

  ・10/28～29中国四国地区大会 in愛媛への参加をお願いいたします。オリジナルタオルを作成しました。 

  ・10/18 全国青年石材人研修・交流事業への参加をお願いいたします。 

  ・10/31～11/2茨城ストーンフェアへの参加をお願いいたします。 

  ・10/1静岡県支部相談室を開催し、法話会も合わせ好評でした。 
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  ・10/15 加工講習会を開催します。3日間で定員となりました。キャンセル待ち 30名。 

  ・10/21 日中石材交流会を中国崇武にて開催します。大切削機の扱い方を徹底する。 

  ・9/23 兵庫県支部開催・先祖の話を聞く会に一般の方 200名が集まりました。 

・8/5～8/14 なら燈花会開催。台風により参加人数に若干影響があった。 

  ・9/12～13 岡山県支部相談室を開催。NHK クローズアップ現代を始め、マスコミ取材が多くありました。 

 

Ⅳ．監事講評                                            

  ・皆さまの活発な意見、素晴らしい会議と思います。福川議長、円滑な進行お疲れさまでした。（斎藤） 

  ・審議、協議、報告を通して、協会が公的に認められてきていることを感じられる議事でした。（伯井） 

 

 

Ⅴ．閉会 

2014 年 10 月 9 日 

                           議事録署名人 ：             ㊞ 

 議事録署名人 ：             ㊞ 

 議    長 ： 副会長         ㊞ 

 議事録作成人 ： 事務局  星野みゆき      


